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平成１７年１０月３１日 
平成1８年３月期中間決算の概要について 

シロキ工業株式会社 
（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 

  
１、連結中間期決算について                         
●当社の９月３０日現在の連結対象子会社は国内６社、海外６社の計１２社で、
他に持分法適用関連会社が３社となっております。前年同期比では海外の連結対
象会社が１社減少しております。これは本年９月「昆山白木汽車零部件有限公司」
（中国・江蘇省昆山市）の清算を完了したためであります。 
●なお、ビナシロキ有限会社（ベトナム・ハノイ市）は現在清算手続き中であり
ます。また、１０月１日付でシロキ商事株式会社がシロキ運輸株式会社と宇和島
シロキ株式会社を吸収合併しました。 
 
売   上  
［グローバル対応の効果で過去最高］  
●上半期の連結売上高は、前年同期比２．７％増の５８
３億５千３百万円で、１５億３千５百万円の増収となり、
過去最高の売上を更新しました。これは、国内売上が前年
同期比３.１％増と堅調に推移し、これに加えアジアでも前
期比２倍と好調に売上を伸ばしたためで、当社グループが、
グローバルサプライヤーとして、海外拠点の構築・整備と
受注拡大に取り組んだ効果が出てきたものであります。 
●５月１３日に発表した期初予想５８０億円に対しても、
０．６％増の３億５千３百万円の増収となりました。 
 
 国内売上 
●国内につきましては、シロキ工業が前年同期比３．８％
増の４５２億７千１百万円で、１６億７千７百万円の増収
となりました。これは、軽量化をはかった「アルミドアサ
ッシ」や新機構を採用した「８ウエイパワーシート」など
の高付加価値化と競争力強化をはかった新製品と新規受
注車種の生産拡大、および得意先自動車メーカーの輸出が
好調に推移し、輸出向けの生産が増加したためであります。 
●期初予想４４６億円に対しても、１．５％増の６億７千
１百万円の増収となりました。 
●得意先別では、主力のトヨタグループ向けの売上が、売
れ筋車種の変化や海外生産移転などの影響により、前年同
期比０.８％減の２億２千６百万円の減収となりました。一
方、「フーガ」や「テイーダ」などの新規受注車種の生産 

 
●連結           
（上段当中間期・下段前年同期）
①売上高：  

５８３億５千３百万円 
５６８億１千７百万円  
（前年同期比２．７％増） 

 
②営業利益： 

６億９千１百万円 
１７億８百万円 
（前年同期比５９．５％減）

 
③経常利益： 

１０億９千万円 
１９億１千２百万円 

（前年同期比４３．０％減）
 
④中間純利益： 

１億８千２百万円 
８億１千５百万円 

（前年同期比７７．６％減）
 

●１株当り当期純利益 
２円０６銭  
９円１８銭  

 
●海外売上高 
１３９億８千２百万円 
１３０億８千７百万円 

 
●海外売上高比率 

２４．０％ 
２３．０％ 

 
●設備投資額 

２９億４千５百万円 
２８億４千万円 

    
●減価償却費 

２５億５千７百万円 
２４億４千万円 
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拡大などにより、日産自動車（株）の売上が前期比３０.９％
増の８億３千１百万円増収となりました。 
海外売上 

●北米につきましては、ＳＷマニュファクチャリング（米
国・テネシー州）が前年同期比０．６％増の１２２億６千
９百万円で、７千万円の増収と、ほぼ前年並みを確保しま
した。 
●アジアにつきましては、シロキタイランド（タイ・アマ
タナコン市）が、現地トヨタ自動車（株）の国際戦略車「Ｉ
ＭＶ」の好調な販売に伴い生産を拡大し、前年同期比９３．
１％増の１０億１千３百万円で、４億８千８百万円の増収
となりました。 
 
利   益 
［グローバル対応・原材料高騰などで前年同期比減益、 

期初予想は経常、中間純利益が増益］ 
●利益につきましては、営業利益は前年同期比５９．５％
減の６億９千１百万円で、１０億１千７百万円の減益とな
り、経常利益も前年同期比４３．０％減の１０億９千万円
で、８億２千２百万円の減益となりました。また、中間純
利益も前年同期比７７．６％減の１億８千２百万円で、６
億３千３百万円の減益となりました。 
●増減益の主な要因として、営業利益段階では、売上増加
による増益効果や徹底した合理化活動による収益改善があ
ったものの、北米・アジア地区におけるグローバル化進展
に伴う費用増や鋼材などの原材料価格高騰の影響１８億円、
並びに新規受注した部品の立ち上げコストの増加とそれに
伴う設備投資の増加負担などが影響したため減益となりま
した。 
●最終損益段階では、構造改革の最終年度として、昆山白
木汽車零部件とビナシロキの整理損１億６千万円や宇和島
シロキの工場閉鎖に伴う減損処理２億３千万円のほか、遊
休設備の減損処理３億５百万円などを特別損失として計上
したため減益となりました。 
●期初予想に対しては、営業利益９億円に対して２３．２％
減の２億９百万円の減益となりましたが、経常利益は為替
差益３億４千万円があり期初予想の８億円に対して３６．
３％増の２億９千万円の増益、中間純利益も期初予想５千
万円に対して３．６倍の１億３千２百万円の増益となりま
した。 

 
●得意先について 
(上段当中間期、下段前年同期 )
・トヨタＧ    （＊６３．８％）

３７２億５千８百万円 
３８８億７千９百万円 

        （４．２％減）
 
・売上高上位４社 
①トヨタ自動車（＊３６．０％）
２１０億４百万円 
２６０億４千百１万円 

        （１９．３％減）
  
②トヨタ紡織 （＊１５．３％） 

８９億４千６百万円 
５２億６千３百万円 

（７０．０％増）
 
③スズキ    （＊９．０％） 

５２億４千６百万円 
５７億５千４百万円 

         （８．８％減）
 
④日産自動車  （＊６．２％） 

３６億５百万円 
２６億９千５百万円 

（３３．８％増）
 
＊ 社名横の（＊ ）内は 
         売上構成比率 
 
●主要製品について 
①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ 

（＊３６．０％）
２１０億６百万円 
１９８億６千４百万円 

        （５．７％増）
 
②ウインドレギュレータ 

（＊２９．０％）
１６９億１千８百万円 
１６１億２千万円 

        （５．０％増）
  
③ドアサッシ  （＊１７．５％）

１０１億９千６百万円 
１０１億３千４百万円 
     （０．６％増）
 

＊ 製品名横の（＊ ）内は 
         売上構成比率 
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２、上期の取り組み実績について             
 
●当社グループは、経営の効率化と企業体質の更なる強化
を進めるとともに、世界４極市場への対応を万全なものす
るため、グローバル供給体制の加速、およびグローバルコ
スト競争力の構築とブランド力の定着に総力をあげて取り
組んでおります。上期実施の主な取り組みは次の通りであ
ります。 
■■グローバル展開の加速 
①広州白木汽車零部件（中国）の操業開始（本年４月） 
・東風汽車向けにドアサッシとモールデイングを生産 
・０６年半ばより広州トヨタ自動車向けにドアサッシと 
モールデイング、ウインドレギュレータの生産を予定 

②広州白木汽車零部件にプレス工場併設・能力増強 
（本年９月建物完成、０６年春稼動予定） 

・プレス部品の生産から組み立てまでドアサッシと 
  ウインドレギュレータを現地で一貫生産 
③北米第３工場建設検討 
・日系自動車メーカーの生産拡大に対応 

④シロキタイランド（タイ）でドアサッシの生産 
（０６年半ばより納入開始予定） 

・ＡＳＥＡＮ地区での生産強化 
■■国内事業の強化 
①九州シロキに第２工場併設着手 

（０６年半ばより稼動予定） 
・九州地区にある得意先の生産拡大に対応 
・プレスから組み立てまでのウインドレギュレータとド 
アサッシの一貫生産を行うとともに、生産と物流の効 
率化を推進 

■■グループ事業の改革 
①昆山白木汽車零部件（中国）の清算   （本年９月） 
・広州白木汽車零部件に経営資源を集中させ、中国事業 
 の効率化と競争力強化 
②ビナシロキ(ベトナム)の清算     (清算手続き中) 
・ グループ経営の効率化推進 
③子会社の３社合併         （１０月１日付） 
■■新製品開発  
①ブローゼ社（独国）との協業強化 
・新タイプウインドレギュレータの開発・世界生産立ち 
上げ準備          （０６年納入開始予定） 
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３、通期連結業績予想について             
 
売   上 
［アジア好調維持で増収、過去最高更新］ 
●売上高の通期予想につきましては、引き続きアジアが好
調を維持し、北米も堅調に推移すると予想されるところか
ら、前期比１．５％増の１１９０億円で、１７億４千万円
の増収を予想しております。 
 
 国内売上 
●国内におきましては、シロキ工業の下期の売上を前年同
期比２．６％減の４６７億２千９百万円で、１２億５千万
円の減収を予想しております。これは、得意先自動車メー
カーの輸出が引き続き好調に推移すると予想されますが、
前年下期は「８ウエイパワーシート」や「アルミドアサッ
シ」などの新製品と新規受注車種の生産拡大などにより大
幅に伸張したため、下期の売上は前年同期比で減少するも
のと見込んでおります。通期売上は前期比０．５％増の９
２０億円で、４億２千７百万円の増収を予想しております。 
 海外売上 
●北米につきましては、原油価格高騰の影響が懸念される
ものの、引き続き日系自動車メーカーの販売が堅調に推移
すると予想されるため、ＳＷマニュファクチャリングの下
期の売上は前年同期比９．１％増の１２２億３千１百万円
を予想し、通期売上は前期比４・７％増の２４５億円で、
１０億９千５百万円の増収を予想しております。 
● アジアにつきましては、シロキタイランドが現地トヨタ 
自動車（株）の国際戦略車「ＩＭＶ」向けの生産が引き続
き好調に推移すると予想されるため、下期売上を前年同期
比２１．７％増の９億８千７百万円と予想し、通期売上は
前期比４９．８％増の２０億円で、６億６千５百万円の増
収を予想しております。また本年４月より操業を開始した
広州白木汽車零部件は生産が順調に軌道に乗っており、５
億円の売上を予想しております。 
 
利   益 
［グローバル化、生産能力増強などで減益を予想］ 
●収益を大きく圧迫する鋼材などの原材料価格高騰につき
ましては、売価見直しや歩留まり改善による材料費低減活
動などの対策を強力に進め、収益改善に努めてまいります。 

          
 
●連結通期予想         
（上段当期予想、下段前期実績） 
①売上高： 
１１９０億円 
１１７２億６千万円 

（前期比１．５％増） 
 
②営業利益： 

１７億円 
３０億３千７百万円 
（前期比４４．０％減） 

 
③経常利益： 

１９億円 
３３億４千４百万円 
（前期比４３．２％減） 

 
④当期純利益： 

６億円 
９億円 
（前期比３３．３％減）

 
●１株当り予想当期純利益 

６円０１銭 
        ９円３９銭 
 
●設備投資額 

８１億９千７百万円 
６４億２千３百万円 

    
●減価償却額 

５７億８千万円 
５３億４千６百万円 
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しかしながら、価格競争は今後もますます厳しさを増すも
のと予想され、またこれに加え、品質確保に伴うコストや
グローバル化進展に伴う費用、および九州シロキの第２工
場併設や北米第３工場建設などの生産能力増強投資にかか
る費用が先行的に発生してまいります。このことから、連
結通期の営業利益は前期比４４．０％減の１７億円で１３
億３千７百万円の減益、経常利益は前期比４３．２％減の
１９億円で、１４億４千４百万円の減益、そして当期純利
益は前期比３３．３％減の６億円で、３億円の減益を予想
しております。今後も一層経営資源の効率化とロスコスト
の低減など総原価低減に徹底して取り組んでまいります。 
 
●当社グループでは、引き続き国内では九州、海外では北
米、アジアの各地区において生産体制の強化を進めるとと
もに、来年１月より全世界への供給を目指した新型ウイン
ドレギュレータの生産を開始いたします。今後も、グロー
バルサプライヤーとして、更なる成長を遂げるため、グロ
ーバル生産・供給体制確立を加速すると同時に、高機能・
高品質・低コストの「世界ＮO.１の魅力ある製品づくり」
に努め、総力をあげて世界競争に勝ち残りをはかってまい
ります。 

 
 
４、個別中間期決算について              
 
売   上 
［拡販と輸出向け堅調で３.８％の増収］ 
●シロキ工業単独の売上高は、新製品と新規受注車種の生
産拡大、および得意先の輸出向けの増産により、前年同期
比３．８％増の４５２億７千１百万円で、１６億７千７百
万円の増収となりました。期初予想４４６億円に対しては、
１．５％増の６億７千１百万円の増収となりました。 
●得意先別ではトヨタグループ向けが売れ筋車種の変化や
海外生産移転などにより前年同期比０．８％減となりまし
たが、新規受注車種の生産拡大などにより日産自動車（株）
の売上が３０.９％増加しました。製品別ではシートリクラ
イナ・シートアジャスタの売上が新製品の「８ウエイパワ
ーシート」などの拡販が貢献したため、前年同期比８．５％
増加しました。 

●個別            
（上段当中間期・下段前年同期）
①売上高  

４５２億７千百１万円  
４３５億９千３百万円  
（前年同期比３．８％増）

 
②営業利益  

５億９千８百万円  
１１億５千万円  

（前年同期比４８．０％減）
 
③経常利益  

１０億７千５百万円  
１３億６千５百万円  

 （前年同期比２１．２％減） 
 
④中間純利益  

６億９千５百万円  
３億８千５百万円  

  （前年同期比８０．３％増）
 
●１株当り当期純利益 

７円８３銭  
４円３４銭  

 
●設備投資額 

２３億７千２百万円 
１９億３千９百万円 

     
●減価償却費 

億千百万円 
２０億９千３百万円 

 
●主要得意先の売上高 
・トヨタグループ（＊５９．３％） 

２６８億４千万円 
２７０億６千６百万円 

        （０．８％減） 
 
・売上高上位４社 
①トヨタ自動車 （＊３１．５％） 

１４２億７千４百万円 
１４７億６千２百万円 

        （３．３％減） 
 
②トヨタ紡織  （＊１１．６％） 

５２億５千８百万円 
５２億６千３百万円 

（０．１％減） 
 
③スズキ   （＊１１．６％） 

５２億４千６百万円 
５７億５千４百万円 

（８．８％減） 
 
④日産自動車  （＊７．８％） 

３５億２千７百万円 
２６億９千５百万円 

（３０．９％増）
＊ 社名横の（＊ ）内は 
         売上構成比率 
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利   益 
[中間純利益は８０．３％の増益] 
●利益につきましては、売上増による増益効果があったも
のの、原材料高騰などが影響し、営業利益は前年同期比４
８．０％減の５億９千８百万円で、５億５千２百万円の減 
益、また経常利益も前年同期比２１．２％減の１０億７千
５百万円で、２億８千９百万円の減益となりました。最終 
損益につきましては、特別利益として貸倒引当金戻入益４ 
億３千１百万円を、また特別損失として子会社整理損２億
４千万円や減損会計適用に伴う減損処理などを計上し、こ
の結果、中間純利益は前期比８０．３％増の６億９千５百
万円で、３億９百万円の増益となりました。 
●期初予想に対しては、営業利益７億円に対して１４．
６％減の１億２百万円の減益となりましたが、経常利益 
は期初予想１０億円に対して為替差益２億６百万円があ
り、７．５％増の７千５百万円の増益となりました。また
中間純利益も期初予想４億円に対して、７３．８％増の２
億９千５百万円の増益となりました。 
 
 
５、個別通期業績予想について             
 
［増収・減益、グローバル対応・原材料高騰が影響］ 
●下期の売上は前年同期比２．６％減の４６７億２千９百
万円で、１２億５千万円の減収を予想し、通期売上で前期
比０．５％増の９２０億円で、４億２千７百万円の増収を
予想しております。利益につきましては、引き続きグロー
バル対応への費用増や原材料高騰の影響、新規受注部品の
立ち上がりコスト増などが予想されるため、通期営業利益
は前期比５９．５％減の１１億円で、１６億１千８百万円
の減益、通期経常利益は前期比４４．３％減の１７億円で、
１３億５千４百万円の減益、当期純利益は前期比１２．
３％減の９億円で、１億２千６百万円の減益を予想してお
ります。 
 

●主要製品の売上高 
①シートリクライナ・ 

シートアジャスタ 
（＊３５．８％） 

１６２億４百万円 
１４９億２千９百万円 

（８．５％増） 
 
②ウインドレギュレータ 

（＊２４．９％） 
１１２億７千７百万円 
１１０億２千８百万円 

（２．３％増） 
 
③ドアサッシ  （＊２１．３％） 

９６億６千５百万円 
９６億１千万円 

（０．６％増） 
＊ 製品名横の（＊ ）内は 
         売上構成比率 
 
●個別通期予想         
（上段当期予想、下段前期実績） 
①売上高： 

９２０億円 
９１５億７千３百万円 
（前期比０．５％増） 

 
②営業利益： 

１１億円 
２７億１千８百万円 
（前期比５９．５％減） 

 
③経常利益： 

１７億円 
３０億５千４百万円 
（前期比４４．３％減） 

 
④当期純利益： 

９億円 
１０億２千６百万円 
（前期比１２．３％減）

 
●１株当り予想当期純利益 

９円５５銭 
        １０円９７銭 
 
●設備投資額 

５４億６千７百万円 
     ４６億８千１百万円 
 
●減価償却額 

４９億４千３百万円 
４５億９千万円 

● この件のお問い合わせは： 
シロキ工業株式会社 （０５３３）８４－４６９１ 

                      参与経理部長   大石勝美 
    総務部広報担当  眞野成人 まで 
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連・単売上高推移（中間期）           連・単売上高推移（通期） 
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